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質問順 質 問 議 員 質    問    件    名 

1 松本 五郎 

１ 福祉政策について (1) 生活保護基準引き下げによる現在の受給者に影響は  (2) 生活保護受給者が生活保護基準の引き下げによって要援護者から外れた際、課税される町税について、未集金未納金野の見通しは  (3) 現在の経済情勢をみて、今後の要援護者の見込みは  (4) 要援護者に対する支援策の充実を  ２ 安全対策について (1) 通学路の安全対策についての実態は  (2) 長田入口信号の東西に通っている町道 2 号線がＳの字カーブで見通しが悪く側溝に蓋がなく危険、改善を  (3) 八乙女の信号から大出コミュニティセンターの町道 3号線の中央道に架かる｢大出橋｣の歩道を通行可能に  ３ ながた温泉の周辺の整備管理体制 (1) ながた温泉周辺のこまめな整備を  (2) 菖蒲池の景観改善を  (3) 足湯の遊休施設の今後の整備方針は 



 

 

２ 釜屋 美春 

１ 防災対策 (1) 男女共同参画の視点からの防災･復興の取組方針｣を当町の防災計画にどう活かしていくか ○ 自主防災組織における女性の参画を促進 ○ 女性リーダーの育成についいて ○ 避難所チェックｼｰﾄの活用について  ２ 教育行政 (1) キャリア教育について ○ 小、中学校におけるキャリア教育とは ○ 地域、家庭、子ども、学校の連携は  (2) 子どものネット依存について ○ 現状の把握と指導体制は  (3) 通学パトロールの今後について  ３ 道路行政 (1) 高齢者等に安心なバリアフリー化について ○ マウントアップ式の歩道の今後  ４ 環境対策 (1) 道路沿い等の環境整備について ○ アダプトシステムを活かした取組は ○ ＪＲ無人駅の周辺の環境整備について  ５ 一般行政 (1) 町営沢運動場の看板の整備計画は  (2) ながたドームについて ○ ミーティングルームにブラインド ○ 下駄箱増設 ○ 段差の安心 ○ 2階フロアーの安全対策  ６ 町づくり基本条例 (1) 町民主体の箕輪町らしい条例制定を、経過と今後の進め方は 



 

 

３ 荻原 かほり 

１ 安心･安全の町づくりについて  (1) 地震総合防災訓練の総合評価と今後   ２ 図書館建設について  (1) 新図書館構想の動向は   ３ 循環型環境整備について  (1) 生ごみ処理の現状と今後について  (2) 雑がみ等資源ごみ回収の実態と今後について   ４ 教育関係について  (1) 英語学習の成果と今後  (2) スタディサポート事業について ○ 寺子屋教室の成果と今後について ○ 放課後学習について 



 

 

４ 木村 英雄 

１ 安全安心のまちづくりについて ○ 防災訓練について (1) 反省点と今後の課題 (2) シェイクアウト訓練を実施して (3) シェイクアウト訓練を保育園、小中学校の防災訓練に導入する考えは  ○ 防災(ハザード)マップの更新･作成について (1) 更新する考えは (2) 地域防災マップの作成について (3) 地震防災マップの作成について  ○ 事業継続計画(ＢＣＰ)策定について  ○ 箕輪町気象観測装置について (1) 気象観測装置の増設について (2) 学校の防災学習への活用 (3) 住民への気象情報の公開  ２ 教育行政 ○ 夏休み寺子屋教室について (1) 参加して感じたこと (2) 総括と次回に向けての課題  ○ 小中学校へのエアコンの設置について (1) 設置状況について (2) 今後の対応について 



 

 

５ 武村 俊身 

１ 一般行政 ○ 24年度決算について (1) 重点施策の事業決算について町長評価は (2) 各区要望(特に土木関係)年度別(3 ヵ年)件数及び金額達成率は  ２ セーフコミュニティ ○ 安心安全の町づくり、交通死亡事故多発非常事態宣言発令による (1) 取り組みと啓発活動について (2) 3 件の死亡事故以後の事故件数等の実態は (3) 今後の取り組みは  ○ 気象庁による｢特別警報｣運用開始について (1) 町の対応はどのように考えておりますか  ３ 環境行政 ○ 町鳥獣被害防止計画と実施について (1) 年度別被害状況、面積と金額的には (2) 特に鹿に対する 23 年度から捕獲計画と実績捕獲数は(25 年度途中迄) (3) 25 年度以降見合すといわれているが (4) 環境省による｢鳥獣駆除団体認定制度｣計画に対する町の考えは  ４ 建設行政 ○ 天上による天竜川河川管理道封鎖計画について (1) 天上から町への目的と計画はどのような内容です  か (2) 関係各区の意向は (3) 近隣市町村の動向は (4) 今後町としての対応は  ５ 一般行政 ○ 提案に対する (1) 町転入者 8 月現在戸数とアンケートの分析は (2) 町としてアンケート分析結果を見てどのように対応されていきますか 



 

 

６ 浦野 正雄 

１ 防災訓練の実施結果について (1) 防災訓練の参加人員は増えているか (2) 9 月 1日の防災の日を避けた理由は (3) 常会未加入者の参加状況等は (4) 家族の安全を周囲に伝える｢安否札｣を各戸に配布し、訓練時または災害時に掲げるようにしては  ２ 防災街灯の維持管理について (1) ＬＥＤ街灯の故障箇所が見受けられるが、保証期間はどのくらいあるのか (2) 保証が切れた後の修繕は町または地元常会で行うの  か (3) 常会管理分については、積み立てをしておかないと対応できない。取替えに要する費用等を常会に知らせるべき  ３ 建築工事等における予定価格について (1) 東みのわ保育園建築工事の入札不調の原因の一つに予定価格の積算誤りまたは積算額の減額し過ぎがあると思う。 町長は、予定価格を調書に記入の際、積算額をどの程度減額しているか (2) 専門家が各種価格資料に基づいて算定した積算額をむやみに切る(減額する)ことは適当ではないと思うが  ４ 学力テストの結果について (1) 箕輪町の小･中学校の学力は、全国や長野県に比べてどうであったか (2) 前回のテスト結果を受けて、苦手(読解力･応用力)解消のために講じた対策と効果は (3) 文科省は来年度以降の結果公表について検討しているようであるが、町としての対応は  ５ 米飯給食の推進について (1) 箕輪町の米飯給食の実態(割合)は (2) 今後の推進計画は 



 

 

７ 平出 政敏 

１ 町長の公約推進について (1) 3期目の町民公約｢10の約束｣の実態 ① 3年間の総括 ② 残り任期 1年の課題と取り組み ③ 大型事業構想の計画的推進と可能性 ○ 図書館建設と中心市街地活性化事業 ○ 耐震等老朽化の進む町営住宅、保育園の建て替え ○ 大型、小型の雨水排水事業 ④ 構想事業実現に向けた次のステージへの意欲は  ２ 教育行政について (1) 全国学力テスト実施結果について ① 結果の評価 ② 計画的学力向上の取り組みは ③ 文科省が進める土曜授業実施への取り組みの考え  は  (2) 教員不祥事について ① 不祥事の実態をふまえた県教委の対応に対する町の取り組みは ② かつての教育県の現状を町の教育委員会としてどう向き合っていくか(町としての対応･対策)  (3) 猛暑対策について ① 学校現場からの声等実態は ② 今後の対応  ３ 不妊治療費助成事業について (1) 厚生労働省の不妊治療公費助成の見直しがされるが ① 町の対応は ② 自主財源による現状維持の考えは  ４ 6月議会の一般質問から (1) 農業委員の報酬見直しについてその後の進展は (2) 豊後高田市の「教育の町｣視察を活かしたスタディサポート事業の推進について (3) 有害鳥獣被害防止の特別措置法適用の提案に対して(新しい国の取り組みあり) (4) 東部診療所の現状について  



 

 

８ 唐澤 千洋 

１ 一般行政 (1) 平成 24年度決算とインフラ維持費について ① 24 年度道路、橋、上下水道、学校、図書館等文化施設、公営住宅、庁舎等行政施設のインフラ維持費の実態について  (2) 今後のインフラ整備費見込みとあり方について  (3) 区の公民館のインフラ整備について  ２ 道路行政 (1) 道路網計画について ① 県道改良計画と地元協議について ② 改良計画に係わる隣接自治体との協議について  ３ 教育行政 (1) 図書館建設への取り組みについて ① 建設に向けての基本的コンセプトは ② 教育委員会が考える図書館のスタンスは ③ 他施設との共生は  ４ 教育行政 (1) 郷土の偉人顕彰について ① 藤沢古実賞の創設についての考えは 



 

 

９ 藤田 英文 

１ 24年度事業基本方針の実践について (1) 安心安全の住みよい町づくりの履行と 25 年度に向けての所信 (2) セーフコミュニティの住民浸透度 (3) 安心安全の高度な実績の構築  ２ 平成 24年度決算 (1) 固定資産税基盤の安定確保と自主財源について  ３ 新規事業の成果と提案 (1) 気象観測所設置の拡大を (2) ＬＥＤ事業の中途における成果  ４ 公共物の環境保全管理と危険防止 (1) 危険箇所の把握 (2) 環境保全と危険防止策 (3) 住民への安全管理の徹底は  ５ 町内老朽橋の改善整備 (1) 町内老朽橋の実態 (2) 中道に架かる橋梁の管理、保全  ６ Ｊアラートシステムの誤報対応 (1) 8 月 8 日気象庁地震情報の対応 (2) 発令から終結迄の手順  ７ 国道等主要道路の整備 (1) 国道 153 号線バイパスの整備 (2) 伊北インター周辺の道路整備の先行き (3) 国道沿線の振動  ８ 熱中症と豪雨対策 (1) 町の熱中症と豪雨の状況 (2) 高齢者の暑さ対策 



 

 

１０ 岡田建二朗 

１ 町営住宅について (1) 町営住宅の利用状況について (2) 町営住宅の浴室･浴槽について (3) 今後の整備計画について   ２ 国保特別会計について (1) 国保会計の現状と実態について (2) 国保運営の県への一元化方針について (3) 国保税の算定内訳について (4) 国保税の軽減策について   ３ 平和行政について (1) 小中学校での平和行政の実態について (2) 平和図書の現状と今後の方針について (3) 被爆地での平和記念式典参加について   ４ 町保存木について (1) 町保存木の現状と審議会の活動について (2) 保存木の地域住民への影響は (3) 今後の保存方針   ５ 防災行政無線について (1) デジタル化を終えての総括は (2) 難聴地域の解消について実態把握は (3) より有用な防災無線の活用について 



 

 

１１ 向山 章 

１ 留美庵との訴訟と和解の顛末について 訴訟、和解について再三指摘します (1) 和解について住民の多くは理解納得ができていない、町民への説明責任を果たすべき (2) 平成 22年訴訟した目的？ 「お金をかけずに公金を使って解決しようという道はうまくない」町長 (3) この訴訟についての町長の責任は重い、何らかの責任をとるべき  ２ 「ながたの森｣リニューアルプラン 若い職員によるプロジェクトチームの青写真は  ３ 松島駅舎の利用計画について 駅舎周辺の利活用での検討委員会と今後の計画と方向性について  ４ その他 (1) ふるさと大使について 大使の皆さんの働きを活かしきれていない、あり方について検討すべきと思うが (2) 耐震化されていない町の建造物が多くある(産業会館･ボランティアセンター･青少年センター等)、今後の計画は (3) 発達支援事業の取り組みと現状について  ５ 攻めの農業について 農業については衰退傾向が続き将来ビジョンがなかなか見えない｢攻めの農業｣を掲げる自公連立政権が進めているが (1) 町農委としての農政の方向性 (2) 攻めの農業をどのように据えて進めていくのか (3) 町農委として町行政、県行政への要請について伺います 



 

 

１２ 小島 常男 

１ 平成 24年度決算から ○ 交付金(地方特例交付金･地方交付税) 今後の見込み、町税等 ○ 地域総合活性化交付金事業 ○ 前年度比 特殊勤務手当て、時間外勤務手当  ２ 第 5 次振興計画について ○ 構想･基本計画の具体的な進め方は 住民(懇談会、アンケートのど) 意見や要望を聞く機会は ○ 町の将来像 人口の動向 少子高齢化の中の福祉と教育 産業観光の振興 社会資本の整備 消防施設、機器の将来像  ３ 各種要望の対応(土木事業他) ○ 過去(5 年間)の要望と対応 件数と比率 ○ 今年要望と現状  ４ 社会資本整備 ○ 公共施設の耐震補強の進捗 ○ 県道与地辰野線、町道組換えの考え 



 

 

１３ 入杉百合子 
１ 中心市街地の活性化について (1) ＪＡ周辺の再開発に向けた構想は  (2) 図書館等との複合施設の考えは  ２ 農業振興の取り組みについて 「ニコリコ」「のうさんぶつかこうじょ」等の将来的展望はどうするか  ３ 自立支援のための予算の使われ方について 地域活動支援センターの委託事業として適切に使われているかどうか  ４ 子育てと高齢者の支援について 子どもと高齢者が共に安心して暮らせる環境をつくる為の対策は  ５ 全国学力テストの結果について (1) 中学 3年生の結果をどのようにとらえるか  (2) 今後の学力向上策はどうするか  



 

 

１４ 大槻 金吾 

１ ながた自然公園について (1) 購入した山林用地を含めたながたの森リニューアルプランの進捗状況は (2) ながたの湯足湯施設の活用  ２ 防災訓練について (1) 家族の安全を周囲に伝える安否札の導入を  ３ 耕作放棄地の活用について (1) 農地貸出し事業の取り組みを  ４ 観光事業について (1) もみじちゃんストラップの販売促進 (2) もみじ湖道路の整備 (3) 3 町村連携による観光事業の実態は (4) セーフコミュニティポロシャツの販売促進は  ５ 運動施設について (1) ながたドームの放送設備 (2) 番場原運動場旧テニスコートの整備  ６ 学校教育について (1) 小中学校なでの熱中症対策は (2) エアコン設置の考えは (3) 図書館で本の閲覧制限はあるか 


